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施工管理技術検定試験問題の見直しについて

令和６年２月２８日

（一財）全国建設研修センター土木試験部

■令和６年度以降の土木施工管理技術検定試験問題の見直しに

ついて

・第一次検定：

・第二次検定：

※受検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません。

第二次検定の所要実務経験年数を学歴に拘わらず一定とすることから、１級と２級の第

一次検定問題の充実を図るため、土木施工管理に必要な工学基礎知識を確認できるように、

令和６年度以降、新たに土質工学、構造力学、水理学の分野を追加する。なお、２級土木

の鋼構造物塗装と薬液注入については従来どおりとする。

受検者の経験に基づく解答を求める設問に関し、自身の経験に基づかない解答を防ぐ観

点から、１級と２級の第二次検定においては幅広い視点から経験を確認する設問として見

直しを行う。

■令和６年度以降の管工事施工管理技術検定試験問題の見直し

について

・第一次検定：

・第二次検定：

※受検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません。

１級と２級の第二次検定において、工程管理、安全管理の設問を必須とする。また、受検

者自身の経験に基づかない解答を防ぐ観点から、経験に基づく解答を求める設問をとりや

め、空調・衛生の施工に関する選択問題において、経験で得られた知識・知見を幅広い視

点から確認するものとして見直しを行う。

第二次検定の所要実務経験年数を学歴に拘わらず一定とすることから、１級と２級の第一

次検定問題において、管工事施工管理に必要な工学基礎知識を確認できるようにする
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令和６年度以降の電気通信工事施工管理技術検定試験問題の見

直しについて
・第一次検定：

・第二次検定：

※受検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません。

第二次検定の所要実務経験年数を学歴に拘わらず一定とすることから、１級の第一次検定

の問題の充実を図るため、令和６年度以降、電気通信工学の基礎知識を確認できるように、

工学基礎問題の割合を増やす。

受検者の経験に基づく解答を求める設問に関し、自身の経験に基づかない解答を防ぐ観点

から、１級と２級の第二次検定においては、幅広い視点からより具体的な施工経験を確認

する設問として見直しを行う。

■令和６年度以降の造園施工管理技術検定試験問題の見直

しについて
令和６年度以降の造園施工管理技術検定試験問題に関し、１級第二次検定試験及び２級第

二次検定試験は、以下のとおり出題する。

受検者の経験に基づく解答を求める設問に関し、自身の経験に基づかない解答を防ぐ観点

から、令和５年度まで出題していた【現場で経験した主な造園工事のうち、施工管理にお

いて「工程管理」又は「品質管理」上の課題があった工事を１つ選び、その工事について

各設問に答える問題】はとりやめる。

また、問題は全て必須問題とし、選択問題とはしない。

※受検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません。

■令和６年度以降の電気工事施工管理技術検定試験問題試験

問題の見直し
令和６年度以降の技術検定の試験問題に関し、以下２点の見直しを行います。なお、受

検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません。

・第一次検定 ： 第二次検定の所要実務経験年数を学歴に拘わらず一定とすることから、

第一次検定について、各専門分野の基礎を確認できるよう、必要に応じ、試験問題の充実

を図る。

・第二次検定 ： 受検者の経験に基づく解答を求める設問に関し、自身の経験に基づかな

い解答を防ぐ観点から、設問の見直しを行う。
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令和 6 年 7 月 10 日

一般財団法人 建設業振興基金建築試験部

令和 6 年以降の建築施工管理技術検定試験問題の見直しにつ

いて
－第二次検定 経験記述に係る問題 【問題１】－

〔１級・２級 共通事項〕

（現 行） 受検者の経験した工事概要を記述し、受検者の経験・知識に基づき、施工

管理上の課題や対策等を解答する。

（見直し） 設問に示された、建物概要や現場状況等の工事概要に対し、受検者の経

験・知識に基づき、施工管理上の課題や対策等を解答する。

※２級においては、受検種別「建築」「躯体」「仕上げ」に応じた設問となるた

め、複数提示された工事概要のうち、１つ選択して解答する。

※受検の公平性の観点から、試験問題に関する問い合わせはお受けできません

令和 6 年以降の電気工事施工管理技術検定試験問題の見直し

について
－第二次検定 経験記述に係る問題 【問題１】－

（現 行） 受検者の経験した工事概要を記述し、受検者の経験・知識に基づき、施工

管理上の課題や対策等を解答する。

（見直し） 設問に示された、建物概要や現場状況等の工事概要に対し、受検者の経

験・知識に基づき、施工管理上の課題や対策等を解答する。

※２級においては、受検種別「建築」「躯体」「仕上げ」に応じた設問となるた

め、複数提示された工事概要のうち、１つ選択して解答する。


